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 １年間のまとめと、次年度に向けて               

副校長 草野勝彦 

 

今年度もいよいよ終わりが近付いてきました。3 学期は「まとめの学期」として、子どもたちは 1 年間の学習や生

活を振り返り、できるようになったことを確かめながら、次の学年への準備を進めています。 

 

確かな手応えを感じた「学力」の向上 

今年度、大きな成果として表れたのが学習面です。「八王子市学力調査」において、本校の子どもたちは全国平均・

市平均のいずれも上回る結果を残すことができました。これは、日々の授業で培ってきた基礎学力が着実に身につい

ていること、そして子どもたちが自ら学びに向かう姿勢を育んできたことの証です。特に、授業中の集中力や、課題

に対して粘り強く取り組む態度が定着してきたことが、今回の成果につながったと感じています。子どもたち一人ひ

とりの努力と、ご家庭の温かい支えに心より感謝申し上げます。 

 

数値の裏側にある「心の弾み」と「体の動き」 

一方で、文部科学省の「新体力テスト」の結果は市平均を下回り、基礎体力の向上が引き続き課題として残りまし

た。しかし、私たちが日々子どもたちと接する中で、数値には表れない確かな変化も実感しています。 

この 2 年間取り組んできた体力づくりの成果は、子どもたちの姿に現れています。休み時間に真っ先に校庭へ駆

け出す子が増えたこと。体育の授業で、新しい動きに挑戦する際に弾けるような笑顔が見られるようになったこと。

こうした「体を動かすことを楽しむ心」が育っていることは、何物にも代えがたい前進です。 

 

「継続は力なり」次年度への決意 

来年度、私たちは新しいことを次々と始めるのではなく、「これまでの取り組みを愚直に継続すること」を最優先

に考えます。体力は一朝一夕に向上するものではありません。だからこそ、今年度まで積み上げてきた体育の授業改

善、休み時間の遊びの活性化、校庭の効率的な活用をさらに継続させていきます。学校全体で「日常的に体を動かす

環境」を当たり前のものとして定着させ、子どもたちの活気を未来へとつなげていく所存です。 

 

体力は「学びを支える一生のエンジン」 

最後になりますが、なぜ私たちがこれほどまでに「体力」にこだわるのか。それは、体力こそが「学び」と「生き

る力」を支える最強のエンジンだからです。  

健やかな体は、脳を活性化させ、集中力を持続させる土台となります。また、体を動かすことで育まれる「粘り強

さ」や「切り替える力」は、困難に直面したときに自らを支える心の強さ（レジリエンス）に直結します。  

子どもたちが、自分の夢に向かってどこまでも走り続けられるように。今年度の成果と課題を糧にし、来年度も学

校・家庭・地域が手を取り合い、子どもたちの「心・技・体」のバランスの取れた成長を全力で支えてまいります。 


